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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一つのセル内に基地局（ＢＳ）と少なくとも一つの遠隔無線ヘッド（ＲＲＨ）とが共存
するネットワークと通信するユーザー端末（ＵＥ）で無線リンクをモニタリングする方法
であって、
　複数の基準信号（ＲＳ）タイプに各々対応する複数の送信タイミングに関する情報を含
む基準信号設定情報（ＲＳＣＩ）を前記ＵＥが属している前記ネットワークから受信する
ステップと、
　前記受信したＲＳＣＩに基づいて前記複数のＲＳタイプの中からモニタリングする対象
ＲＳタイプを決定するステップと、
　前記受信したＲＳＣＩに基づいて前記決定した対象ＲＳタイプに対して設定された一つ
の送信タイミングを獲得するステップと、
　前記獲得した送信タイミングで前記ＢＳと前記少なくとも一つのＲＲＨのうち少なくと
も一つから前記決定した対象ＲＳタイプに該当するＲＳを受信するステップと、
　前記受信した少なくとも一つのＲＳを用いて無線リンクモニタリングを実行するステッ
プと、
　前記受信した少なくとも一つのＲＳ毎にモニタリング結果を取得するステップと、
　を有することを特徴とする無線リンクモニタリング方法。
【請求項２】
　前記取得したモニタリング結果に基づいて無線リンク品質を判定するステップをさらに



(2) JP 6333723 B2 2018.5.30

10

20

30

40

50

有することを特徴とする請求項１に記載の無線リンクモニタリング方法。
【請求項３】
　前記無線リンク品質を判定するステップは、
　前記取得したモニタリング結果のうち少なくとも一つが前記ＢＳと前記少なくとも一つ
のＲＲＨの無線リンクのうち少なくとも一つが信頼性のあることを示す場合、前記ＵＥが
信頼できる無線リンク状態にあると判定することを特徴とする請求項２に記載の無線リン
クモニタリング方法。
【請求項４】
　前記無線リンク品質を判定するステップは、
　前記取得したモニタリング結果が最低しきい値Ｑ_ｏｕｔを満たさない場合、前記ＵＥ
が信頼できない無線リンク状態にあると判定するステップと、
　前記取得したモニタリング結果のうち少なくとも一つが最高しきい値Ｑ_ｉｎを満たす
場合、前記ＵＥが信頼できる無線リンク状態にあると判定するステップと
　を有することを特徴とする請求項２に記載の無線リンクモニタリング方法。
【請求項５】
　前記複数のＲＳタイプは、チャンネル状態情報-ＲＳ(ＣＳＩ-ＲＳ)と共通ＲＳ(ＣＲＳ)
を含むことを特徴とする請求項４に記載の無線リンクモニタリング方法。
【請求項６】
　信頼できない無線リンク状態が最初に判定される場合、前記信頼できない無線リンク状
態に対する判定が駆動されるタイマが満了するまで維持されると、無線リンク失敗と判定
するステップをさらに有することを特徴とする請求項４に記載の無線リンクモニタリング
方法。
【請求項７】
　前記タイマの満了以前まで信頼できる無線リンク状態が所定回数継続して判定される場
合、正常な無線リンク状態と判定するステップをさらに有することを特徴とする請求項６
に記載の無線リンクモニタリング方法。
【請求項８】
　前記無線リンク品質を判定するステップは、
　前記受信した少なくとも一つのＲＳのＲＳタイプがＣＲＳであり、前記取得したモニタ
リング結果のうち少なくとも一つが最高しきい値Ｑ_ｉｎを満たす場合、前記ＵＥが信頼
できる無線リンク状態にあると判定することを特徴とする請求項５に記載の無線リンクモ
ニタリング方法。
【請求項９】
　前記無線リンク失敗との判定以後に正常な無線リンク状態を任意に判定して無線リンク
失敗から回復するステップをさらに有することを特徴とする請求項６に記載の無線リンク
モニタリング方法。
【請求項１０】
　一つのセル内に基地局(ＢＳ)と少なくとも一つの遠隔無線ヘッド(ＲＲＨ)とが共存する
ネットワークと通信するユーザー端末（ＵＥ）の無線リンクをモニタリングする装置であ
って、
　複数の基準信号（ＲＳ）タイプに各々対応する複数の送信タイミングに関する情報を含
む基準信号設定情報（ＲＳＣＩ）を前記ＵＥが属している前記ネットワークから受信し、
前記ＢＳと前記少なくとも一つのＲＲＨのうち少なくとも一つから、前記受信されたＲＳ
ＣＩに基づいて一つの送信タイミングで少なくとも一つの基準信号（ＲＳ）を受信する受
信部と、
　前記受信部で受信された前記少なくとも一つのＲＳを用いて無線リンクモニタリングを
実行し、前記受信した少なくとも一つのＲＳ毎にモニタリング結果を取得する無線リンク
モニタリング部と
　を含むことを特徴とする無線リンクモニタリング装置。
【請求項１１】
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　前記無線リンクモニタリング部は、
　前記取得したモニタリング結果に基づいて無線リンク品質を判定することを特徴とする
請求項１０に記載の無線リンクモニタリング装置。
【請求項１２】
　前記無線リンクモニタリング部は、
　前記取得したモニタリング結果のうち少なくとも一つが前記ＢＳと前記少なくとも一つ
のＲＲＨの無線リンクのうち少なくとも一つが信頼性のあることを示す場合、前記ＵＥが
信頼できる無線リンク状態にあると判定することを特徴とする請求項１１に記載の無線リ
ンクモニタリング装置。
【請求項１３】
　前記無線リンクモニタリング部は、
　前記取得したモニタリング結果が最低しきい値Ｑ_ｏｕｔを満たさない場合、前記ＵＥ
が信頼できない無線リンク状態にあると判定し、前記取得したモニタリング結果が最高し
きい値Ｑ_ｉｎを満たす場合、前記ＵＥが信頼できる無線リンク状態にあると判断するこ
とを特徴とする請求項１１に記載の無線リンクモニタリング装置。
【請求項１４】
　前記複数のＲＳタイプは、チャンネル状態情報-ＲＳ(ＣＳＩ-ＲＳ)と共通ＲＳ(ＣＲＳ)
を含むことを特徴とする請求項１３に記載の無線リンクモニタリング装置。
【請求項１５】
　前記無線リンクモニタリング部は、
　無線リンク状態が信頼できないと最初に判定される場合、前記信頼できない無線リンク
状態に対する判定が駆動されるタイマが満了するまで維持されると、無線リンク失敗と判
定することを特徴とする請求項１３に記載の無線リンクモニタリング装置。
【請求項１６】
　前記無線リンクモニタリング部は、
　前記タイマの満了以前まで信頼できる無線リンク状態が所定回数継続して判定される場
合、正常な無線リンク状態と判定することを特徴とする請求項１５に記載の無線リンクモ
ニタリング装置。
【請求項１７】
　前記無線リンクモニタリング部は、
　前記受信した少なくとも一つのＲＳのＲＳタイプがＣＲＳであり、前記取得したモニタ
リング結果のうち少なくとも一つが最高しきい値Ｑ_ｉｎを満たす場合、前記ＵＥが信頼
できる無線リンク状態にあると判定することを特徴とする請求項１４に記載の無線リンク
モニタリング装置。
【請求項１８】
　無線通信システムにおいて一つのセル内に共存する基地局(ＢＳ)と少なくとも一つの遠
隔無線ヘッド(ＲＲＨ)のうちいずれか一つによってユーザー端末（ＵＥ）に対する無線リ
ンクモニタリングのための基準信号(ＲＳ)の伝送を制御する方法であって、
　前記無線リンクモニタリングのために複数のＲＳタイプの中から少なくとも一つのＲＳ
タイプを判定するステップと、
　前記判定された少なくとも一つのＲＳタイプ毎に設定された送信タイミングに関する情
報として、前記判定された少なくとも一つのＲＳタイプ別に設定された前記ＲＳの送信タ
イミングに関する情報を含む基準信号設定情報（ＲＳＣＩ）を伝送するステップと、
　前記判定された少なくとも一つのＲＳタイプに対して設定された送信タイミングで、前
記判定された少なくとも一つのＲＳタイプのＲＳを前記ＵＥに伝送するステップと
　を有することを特徴とする方法。
【請求項１９】
　前記複数のＲＳタイプは、チャンネル状態情報-ＲＳ(ＣＳＩ-ＲＳ)と共通ＲＳ(ＣＲＳ)
を含むことを特徴とする請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
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　ユーザー端末（ＵＥ）に対する無線リンクモニタリングのために基準信号（ＲＳ）の伝
送を制御するための、無線通信システムにおいて一つのセル内に共存する基地局(ＢＳ)と
少なくとも一つの遠隔無線ヘッド(ＲＲＨ)とのうちいずれか一つにおける装置であって、
　前記無線リンクモニタリングのための複数のＲＳタイプの中から少なくとも一つのＲＳ
タイプを判定し、
　前記判定された少なくとも一つのＲＳタイプ毎に設定された送信タイミングに関する情
報として、前記判定された少なくとも一つのＲＳタイプ別に設定された前記ＲＳの送信タ
イミングに関する情報を含む基準信号設定情報(ＲＳＣＩ)を伝送し、
　前記判定された少なくとも一つのＲＳタイプに対して設定された送信タイミングで、前
記判定された少なくとも一つのＲＳタイプのＲＳを前記ＵＥに伝送する動作を実行するこ
とを特徴とする装置。
【請求項２１】
　前記複数のＲＳタイプは、チャンネル状態情報-ＲＳ(ＣＳＩ-ＲＳ)と共通ＲＳ(ＣＲＳ)
を含むことを特徴とする請求項２０に記載の装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は無線通信システムにおける無線リンクモニタリング装置及び方法に関するもの
で、特に基準信号を選択的に使用して無線リンクに対するモニタリングを行う装置及び方
法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、無線通信システムにおいて、ユーザー端末(ＵＥ)は、一般的に無線リンクを
モニタリングし、そのモニタリング結果に基づいてダウンリンクチャンネル状態を評価す
る。
【０００３】
　例えば、ＵＥは、ネットワークから転送される基準信号(ＲＳ)によりダウンリンクのチ
ャンネル状態を測定し、測定結果に基づいてダウンリンクのチャンネル状態を評価する。
すると、ＵＥは、評価結果に従って該当ダウンリンクが信頼できるか否かを判定する。
【０００４】
　上記した無線リンクに対するモニタリングによるダウンリンクのチャンネル品質の評価
は、‘無線リンクモニタリング技術’と称される。
【０００５】
　非同期セルラー移動通信標準団体である３ＧＰＰ(3rd Generation Partnership Projec
t)により開発された次世代システムであるＬＴＥ(Long Term Evolution)は、無線リンク
モニタリング技術を採用する。
【０００６】
　例えば、進化型Ｎｏｄｅ　Ｂ(ｅＮＢ)は、ＬＴＥシステムにおけるダウンリンクで共通
基準信号(ＣＲＳ)を伝送する。ＵＥは、ＣＲＳを受信し、受信したＣＲＳを用いてダウン
リンクのチャンネル状態し、測定したダウンリンクのチャンネル状態に従ってダウンリン
クのリンク品質を評価する。
【０００７】
　一方、３ＧＰＰ ｒｅｌｅａｓｅ １１は、セル内のマクロｅＮＢと遠隔無線ヘッド(Ｒ
ＲＨ)が共存するシナリオ(例えば、ＣｏＭＰ(Coordinated Multi-Point))をサポートする
。このシナリオは、ＵＥがセル内で複数のダウンリンクを通じて受信したＣＲＳを用いて
無線リンクをモニタリングすることに特徴がある。複数のダウンリンクは、マクロｅＮＢ
と少なくとも一つのＲＲＨにＵＥが接続するリンクである。
【０００８】
　このシナリオにおいて、マクロｅＮＢと少なくとも一つのＲＲＨは、同一のセルＩＤを
使用する。したがって、同一のセル内のマクロ基地局と少なくとも一つのＲＲＨは、ＣＲ
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Ｓを同一の時間/周波数リソースで伝送する。その結果、ＵＥは、少なくとも一つのＲＲ
Ｈから送信されたＣＲＳとマクロｅＮＢから送信されたＣＲＳを区別することが難しい。
【０００９】
　一般に、複数のダウンリンクが成立されるセルに対する無線リンクモニタリング技術に
は、ｅＮＢ又は各ＲＲＨとＵＥとの間のダウンリンク品質が反映されない限り、信頼性の
あるＵＥの動作は期待できない。
【００１０】
　例えば、ＵＥが属しているセル内でダウンリンクに十分に信頼できるサービスを受信で
きるにもかかわらず、ハンドオーバーのような不必要な動作を実行することになる。
【００１１】
　さらに、既存システムで無線リンクモニタリングのために使用されるＣＲＳを転送しな
い追加タイプの搬送波の導入は、３ＧＰＰ　ｒｅｌｅａｓｅ　１１で議論されている。こ
れは、既存システムにおけるＣＲＳを伝送しないｅＮＢ又はＲＲＨが存在することを意味
する。従来のＣＲＳベースの無線リンクモニタリング技術は使用できないことによって、
新たな無線リンクモニタリング技術が要求されることが十分に予想される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　したがって、上記した従来技術の問題点を解決するために、本発明の目的は、無線通信
システムにおけるネットワークにより、無線リンクモニタリングのために使用する基準信
号(ＲＳ)を構成し、構成したＲＳに関する設定情報を各ＵＥに伝送する装置及び方法を提
供することにある。
【００１３】
　本発明の他の目的は、無線通信システムにおいて、ＵＥがネットワークから受信される
ＲＳの設定情報に基づいて無線リンクモニタリングを実行する装置及び方法を提供するこ
とにある。
【００１４】
　また、本発明の目的は、ネットワークから設定されたＲＳを用いて効率的なダウンリン
クに対する品質を評価する装置及び方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記のような目的を達成するために、本発明の一態様によれば、一つのセル内に基地局
(ＢＳ)と少なくとも一つの遠隔無線ヘッド(ＲＲＨ)が共存するネットワークと通信する伝
送ポイントで無線リンクをモニタリングする方法であって、伝送ポイントが属しているネ
ットワークから基準信号設定情報(ＲＳＣＩ)を受信するステップと、受信したＲＳＣＩに
より示される少なくとも一つのＲＳをセル内に共存するＢＳと少なくとも一つのＲＲＨか
ら受信するステップと、受信した少なくとも一つのＲＳタイプのＲＳを用いて無線リンク
モニタリングを実行するステップとを有する。
【００１６】
　本発明の他の態様によれば、一つのセル内に基地局(ＢＳ)と少なくとも一つの遠隔無線
ヘッド(ＲＲＨ)が共存するネットワークと通信する伝送ポイントの無線リンクをモニタリ
ングする装置であって、伝送ポイントが属しているネットワークから基準信号設定情報(
ＲＳＣＩ)を受信し、セル内に共存するＢＳと少なくとも一つのＲＲＨから受信されたＲ
ＳＣＩにより示される少なくとも一つのＲＳタイプのＲＳを受信する受信部と、受信部で
受信されたＲＳのうち少なくとも一つのＲＳタイプの受信されたＲＳを用いて無線リンク
モニタリングを実行する無線リンクモニタリング部とを含む。
【００１７】
　また、本発明の他の態様によれば、無線通信システムにおいて一つのセル内に共存する
基地局(ＢＳ)と少なくとも一つの遠隔無線ヘッド(ＲＲＨ)のうちいずれか一つに対応する
伝送ポイントで無線リンクモニタリングのための基準信号(ＲＳ)の伝送を制御する方法で
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あって、無線リンクモニタリングのための少なくとも一つのＲＳタイプを判定するステッ
プと、判定された少なくとも一つのＲＳタイプに関する設定情報を伝送するステップと、
少なくとも一つのＲＳタイプに該当するＲＳを含む複数のＲＳを伝送するステップとを有
する。
【００１８】
　さらに、本発明の他の態様によれば、無線通信システムにおいて一つのセル内に共存す
る基地局(ＢＳ)と少なくとも一つの遠隔無線ヘッド(ＲＲＨ)のうちいずれか一つに対応す
る伝送ポイントで無線リンクモニタリングのための基準信号(ＲＳ)の伝送を制御する装置
であって、無線リンクモニタリングのための少なくとも一つのＲＳタイプを判定し、判定
された少なくとも一つのＲＳタイプに関する設定情報を伝送し、少なくとも一つのＲＳタ
イプに該当するＲＳを含む複数のＲＳを伝送する動作を実行する。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明は、ネットワークが多様なシナリオを無線リンクモニタリングに適合したＲＳを
設定することにより、ＵＥは、正確で円滑な無線リンクをモニタリングすることができる
。さらに、本発明は、ＵＥの正しくない無線リンク判定又は不必要なハンドオーバーを防
止することができる。
【００２０】
　本発明は、その実施形態を参照して詳細に説明するが、特許請求の範囲内で定められる
ような本発明の範囲及び精神を逸脱することなく、以下に説明される本発明の様々な変形
及び変更が可能であることは、当該技術分野における通常の知識を持つ者には明らかであ
る
【００２１】
　本発明による実施形態の上記及び他の態様、特徴、及び利点は、添付の図面と共に述べ
る以下の詳細な説明から、一層明らかになるはずである。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】セル内のマクロｅＮＢとＲＲＨが共存するシナリオで、従来技術によりＵＥがＣ
ＲＳベースの無線リンクモニタリングを実行する実施形態を示す図である。
【図２】本発明の実施形態による無線通信システムにおけるネットワークとＵＥとの間の
信号フローを示す図である。
【図３】本発明の実施形態によるＵＥの無線リンクモニタリング動作を示すフローチャー
トである。
【図４】本発明の実施形態による無線通信システムにおいて、ネットワークがＣＳＩ-Ｒ
Ｓ(Channel State Information-Reference Signal)を無線リンクモニタリング用のＲＳと
して構成する場合に無線リンクモニタリング方法を示すフローチャートである。
【図５】本発明の実施形態による無線通信システムにおいて、ネットワークがＣＳＩ-Ｒ
ＳとＣＲＳを無線リンクモニタリング用のＲＳとして構成する場合に無線リンクモニタリ
ング方法を示すフローチャートである。
【図６】本発明の実施形態による無線通信システムにおいて、ネットワークがＣＲＳを無
線リンクモニタリング用のＲＳとして構成する場合の無線リンクモニタリング方法を示す
フローチャートである。
【図７】本発明の実施形態による無線通信システムにおいて、無線リンクＭＲＳ設定信号
及びＲＳを伝送するネットワークを示すブロック構成図である。
【図８】本発明の実施形態による無線通信システムにおいて、無線リンクＭＲＳ設定信号
及びＲＳを受信して無線リンクモニタリングを実行するＵＥを示すブロック構成図である
。
【図９】本発明の実施形態による無線通信システムにおいて、ネットワークで無線リンク
ＭＲＳ設定及びＲＳを伝送する動作を示すフローチャートである。
【図１０】本発明の実施形態による無線通信システムにおいて、ＵＥで無線リンクＭＲＳ
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設定及びＲＳを受信して無線リンクモニタリングを実行する動作を示すフローチャートで
ある。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、本発明の望ましい実施形態を添付の図面を参照して詳細に説明する。
【００２４】
　図面において、同一の構成要素に対してはできるだけ同一の参照符号及び参照番号を付
して説明する。下記の説明で、本発明に関連した公知の機能又は構成に関する具体的な説
明が本発明の要旨を不明にすると判断された場合に、その詳細な説明を省略する。また、
後述する用語は、本発明の機能を考慮して定義されたものであって、ユーザー、運用者の
意図、又は慣例によって変わることができる。したがって、上記用語は、本明細書の全体
内容に基づいて定義されなければならない。
【００２５】
　後述する本発明の実施形態において、ネットワークは、無線通信システムにおける無線
リンクモニタリングに使用されるモニタリングＲＳ(以下、‘ＭＲＳ’と称する)を設定し
、ＵＥにＭＲＳに関する設定情報(以下、‘ＲＳＣＩ(Reference Signal Configuration I
nformation)’と称する)をＵＥに提供する。
【００２６】
　例えば、ＭＲＳは、ＣＲＳ、チャンネル状態情報(ＣＳＩ-ＲＳ）、又は復調ＲＳ(ＤＭ-
ＲＳ)であり得る。
【００２７】
　ネットワークからＲＳＣＩを受信すると、ＵＥは、受信したＲＳＣＩによる一つ以上の
ＲＳタイプを用いてダウンリンク品質を測定し、その結果に基づいて無線リンク品質を評
価する。ＵＥは、ダウンリンク品質の評価に基づいて“Ｏｕｔ-ｏｆ-ｓｙｎｃ”又は“Ｉ
ｎ-ｓｙｎｃ”に対する判断を実行する。ここで、“Ｏｕｔ-ｏｆ-ｓｙｎｃ”は、ダウン
リンク状態が信頼できないことを意味し、“Ｉｎ-ｓｙｎｃ”は、ダウンリンク状態が信
頼できることを意味する。
【００２８】
　本発明の実施形態では、ＵＥがＲＳＣＩを伝送しないネットワークに接続され、あるい
はネットワークからＲＳＣＩを受信しない場合、ＵＥは、ＣＲＳを用いて“Ｏｕｔ-ｏｆ-
ｓｙｎｃ”又は“Ｉｎ-ｓｙｎｃ”を判定する。
【００２９】
　一方、ネットワークがＭＲＳを設定しても、ＵＥは、必要に応じてＲＳＣＩにより示さ
れないＲＳタイプを用いて“Ｏｕｔ-ｏｆ-ｓｙｎｃ”又は“Ｉｎ-ｓｙｎｃ”を判定する
。
【００３０】
　上記の目的を達成するために、ネットワークは、本発明の実施形態では各ＵＥにＲＳＣ
Ｉを伝送する。無線リンクモニタリングに適合できない又は使用できないＲＳタイプは、
マクロｅＮＢと複数のＲＲＨがセル内に共存するシナリオ、あるいはＣＲＳがダウンリン
クに伝送されないシナリオを含む多様なケースに存在する。本発明の実施形態において、
ネットワークは、上記ケースを考慮して、無線リンクモニタリングに適合したＲＳ、すな
わちＭＲＳを設定する。
【００３１】
　ネットワークは、ＲＲＣシグナリング又は他のシグナリングによりＲＳＣＩを伝送する
ことができる。各ＵＥは、ＲＳＣＩを受信し、受信したＲＳＣＩに基づいて無線リンクモ
ニタリングを実行する。
【００３２】
　ＵＥがＲＳＣＩを受信できない状況(例えば、ＵＥがＲＳＣＩを伝送しないネットワー
クに接続される場合)にある場合、ＵＥは、本発明の実施形態でＣＲＳを用いて無線リン
クモニタリングを実行することができる。
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【００３３】
　少なくともＭＲＳの一つのタイプを用いて“Ｏｕｔ-ｏｆ-ｓｙｎｃ”又は“Ｉｎ-ｓｙ
ｎｃ”を判定するために、次に、無線リンク品質を評価する方法は、本発明の実施形態で
定義される。
【００３４】
　第１の無線リンク品質評価方法は、一つのＭＲＳを用いて“Ｏｕｔ-ｏｆ-ｓｙｎｃ”及
び“Ｉｎ-ｓｙｎｃ”を判定する。第２の無線リンク品質評価方法は、他のＭＲＳを用い
て“Ｏｕｔ-ｏｆ-ｓｙｎｃ”及び“Ｉｎ-ｓｙｎｃ”を判定する。第３の無線リンク品質
評価方法は、各々の“Ｏｕｔ-ｏｆ-ｓｙｎｃ”及び“Ｉｎ-ｓｙｎｃ”又は両方ともを判
定するために他のタイプのＭＲＳを使用する。第４の無線リンク品質評価方法は、“Ｏｕ
ｔ-ｏｆ-ｓｙｎｃ”及び“Ｉｎ-ｓｙｎｃ”を判定するために多様なＭＲＳの組み合わせ
を構成する。
【００３５】
　添付の図面を参照して、本発明の実施形態により、設定されたＭＲＳタイプに基づいて
無線リンクモニタリング、無線リンクモニタリング用ネットワーク及びＵＥの動作、及び
無線リンク品質評価方法について、以下に説明する。
【００３６】
　図１は、本発明の一実施形態による無線通信ネットワークの構成を示す。図１に示すよ
うに、無線通信ネットワークはＵＥが現在接続しているサービングセルとサービングセル
に隣接した一つの隣接セルを含むと仮定する。
【００３７】
　図１を参照すると、マクロｅＮＢ１０１(Ｍａｃｒｏ_０)と２個の遠隔無線ヘッド(ＲＲ
Ｈ)１０２，１０３(ＲＲＨ_０，ＲＲＨ_１)はサービングセル内に存在し、マクロｅＮＢ
１０６(Ｍａｃｒｏ_１)と２個のＲＲＨ１０４，１０５(ＲＲＨ_２，ＲＲＨ_３)は隣接セ
ル内に存在する。
【００３８】
　ＲＲＨ_０は、ＲＳの受信電力レベルに基づいてサービス領域を決定することでなく、
バイアス(bias)でサービス領域を拡張させる。ここで、ＵＥ１００がＲＲＨ_０のサービ
ス領域の縁に位置すると仮定する。
【００３９】
　サービングセルのｅＮＢとＲＲＨからのＲＳに比べて、隣接セルの基地局とＲＲＨから
相対的に良好なＲＳが受信されると、ＵＥは、隣接セルにハンドオーバーを試みる。例え
ば、ＵＥ１００がＭａｃｒｏ_０、ＲＲＨ_０、及びＲＲＨ_１からのＲＳに比べて、Ｍａ
ｃｒｏ_１、ＲＲＨ_２、及びＲＲＨ_３から良好なＲＳを受信する場合、ＵＥ１００は、
現在自身が属しているＲＲＨ_０から隣接セルへのハンドオーバーを実行する。
【００４０】
　図２は、本発明の実施形態による無線通信システムにおいてネットワークとＵＥとの間
の信号フローを示す。ネットワークは、無線通信システムでマクロｅＮＢ及びＲＲＨだけ
でなくＵＥへの情報提供が可能な任意の装置を含むように構成できる。
【００４１】
　図２を参照すると、ネットワーク２００は、ステップ２０２で、ＵＥ２０１にＲＳＣＩ
とＲＳＣＩに対応するＲＳを伝送する。ＲＳは、ＲＳＣＩにより示されないＲＳだけでな
くＵＥ２０１の無線リンクモニタリングで使用するために設定されたＭＲＳを含める。
【００４２】
　ＲＳＣＩを受信すると、ＵＥ２０１は、ステップ２０３で、無線リンクグモニタリング
に使用するＲＳとＭＲＳの設定を確認し、ステップ２０４で、ダウンリンクチャンネル状
態を測定するためにネットワーク２００から受信されたＭＲＳを用いて無線リンクモニタ
リングを実行する。受信されたＭＲＳは、設定を確認したＲＳに該当する。
【００４３】
　図２に示してはいないが、ＵＥ２０１は、以前の特定時区間でフィルタリングしたＣＲ
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Ｓベースの測定値をしきい値と比較して無線リンク品質を評価する。フィルタリングした
結果に対応するレベルが最低しきい値Ｑ_ｏｕｔより低い場合、ＵＥ２０１は“Ｏｕｔ-ｏ
ｆ-ｓｙｎｃ”であると判定する。上記レベルが最高しきい値Ｑ_ｉｎより高い場合、ＵＥ
２０１は“Ｉｎ-ｓｙｎｃ”であると判定する。
【００４４】
　ＵＥ２０１の物理階層は、上記判定結果に従って“Ｏｕｔ-ｏｆ-ｓｙｎｃ　ｉｎｄｉｃ
ａｔｉｏｎ”又は“Ｉｎ-ｓｙｎｃ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ”を上位階層に伝送する。
【００４５】
　“Ｏｕｔ-ｏｆ-ｓｙｎｃ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ”が所定回数以上連続して受信される
場合、ＵＥ２０１の上位階層は、ダウンリンク品質が悪いと判定する。不良なダウンリン
ク品質を感知すると、ＵＥ２０１の上位階層は、物理階層の異常(problem)検出状態に転
換する。ＵＥ２０１は、物理階層異常検出状態が維持される時区間を測定するために、特
定タイマを駆動する。
【００４６】
　ＵＥ２０１が特定タイマの満了まで物理階層異常検出状態から回復されない場合、ＵＥ
２０１の上位階層は、無線リンク失敗と判定する。一方、特定タイマの満了前に“Ｉｎ-
ｓｙｎｃ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎｓ”が所定回数以上継続して物理階層から受信される場
合、ＵＥ２０１の上位階層は、正常状態に転換する。一方、ＵＥ２０１の上位階層は、任
意に条件を設定する。その条件を満たす場合、ＵＥ２０１の上位階層は、“Ｉｎ-ｓｙｎ
ｃ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ”の受信に関係なく正常状態に転換することができる。例えば
、無線リンク失敗を判定した後に、ＵＥ２０１の上位階層は、無線リンク正常状態を任意
に判定し、それによってＵＥ２０１は無線リンク失敗状態から解除される。
【００４７】
　以下の＜表１＞は、本発明の一実施形態によりネットワークによりＲＳＣＩで無線リン
クモニタリングのために設定されるＲＳタイプの例示図である。ここで、ネットワークに
おいて、セル内にマクロｅＮＢ、ＲＲＨ１、ＲＲＨ２が存在すると仮定する。
【００４８】
【表１】

【００４９】
　ＣＲＳは、セルでマクロｅＮＢとＲＲＨ０，ＲＲＨ１，ＲＲＨ２からダウンリンクを介
して伝送されるＲＳを示す。ＣＳＩ-ＲＳ０は、ＲＲＨ０からダウンリンクを介して伝送
されるＣＳＩ-ＲＳを示す。ＣＳＩ-ＲＳ１の伝送可能時点は、ネットワークにより設定さ
れる。この伝送可能時点は、‘ ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ 　Ａ’として表示される。
【００５０】
　ＣＳＩ-ＲＳ１は、設定された伝送可能時点‘ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ Ｂ’でＲＲ
Ｈ１からダウンリンクを介して伝送されるＣＳＩ-ＲＳを示し、ＣＳＩ-ＲＳ２は、設定さ
れた伝送可能時点‘ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ Ｃ’でＲＲＨ２からダウンリンクを介
して伝送されるＣＳＩ-ＲＳを示す。
【００５１】
　ＣＳＩ-ＲＳ０，１，２に対して伝送可能な時点である設定Ａ，Ｂ，Ｃが異なると仮定
する。
【００５２】
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　ネットワークは、＜表１＞に記載されたＲＳタイプのうち一つ以上をＵＥに対するＭＲ
Ｓとして設定できる。
【００５３】
　例えば、ネットワークは、“Ｏｕｔ-ｏｆ-ｓｙｎｃ”を判定するＲＳタイプ及び“Ｉｎ
-ｓｙｎｃ”を判定するＲＳタイプを別々に設定し、ＵＥにＲＳタイプを通知することが
できる。一方、ＲＳは、“Ｏｕｔ-ｏｆ-ｓｙｎｃ”及び“Ｉｎ-ｏｆ-ｓｙｎｃ”を判定す
る同一のＲＳタイプを設定し、それによってＵＥは、“Ｏｕｔ-ｏｆ-ｓｙｎｃ”及び“Ｉ
ｎ-ｓｙｎｃ”を判定するために同一のＭＲＳを使用できる。
【００５４】
　ネットワークによりＵＥに提供されるＲＳＣＩは、ＭＲＳのタイプ(ＣＲＳ、ＣＳＩ-Ｒ
Ｓなど)に関する情報、少なくとも一つのＣＳＩ-ＲＳタイプが含まれる場合に、少なくと
も一つのＣＳＩ-ＲＳタイプの設定及びＣＳＩ-ＲＳサブフレーム設定に関する情報を含む
。しかしながら、ＲＳＣＩは、ＣＲＳとＣＳＩ-ＲＳに限定されず、ダウンリンクで伝送
されるすべてのＲＳのタイプ及び伝送設定に関する関連情報を含める。
【００５５】
　また、ＵＥがサービングセルで転送されるＲＳだけでなく隣接セルで伝送されるＲＳも
モニタリングできるように、ネットワークは、隣接セルのＲＳをモニタリングするための
ＲＳＣＩを伝送するためのシグナリングを追加することができる。
【００５６】
　図３は、本発明の一実施形態によるＵＥでの無線リンクモニタリング手順を示す。すな
わち、図３に、無線通信システムにおいてネットワークがＣＳＩ-ＲＳをＭＲＳとして設
定した場合の無線リンクモニタリング方法を示す。
【００５７】
　図３に示すＣＳＩ-ＲＳベースの無線リンクモニタリング方法では、マクロｅＮＢと各
ＲＲＨは、ＣＳＩ-ＲＳの設定により異なる時点でＣＲＩ-ＲＳを伝送できる。したがって
、上述したすべてのマクロｅＮＢとＲＲＨから同一のリソースで伝送されるＣＲＣを用い
る無線リンクモニタリング方式が有する問題点を解消することができる。
【００５８】
　図３を参照すると、ＵＥは、ステップ３００で、受信されたＣＳＩ-ＲＳから測定され
たチャンネル状態に基づいてダウンリンクに対応する無線リンク品質を評価する。ＵＥは
、ステップ３０１で、評価された無線リンク品質を“Ｏｕｔ-ｏｆ-ｓｙｎｃ”を判定する
ための最低しきい値Ｑ_ｏｕｔと比較する。
【００５９】
　ＵＥは、評価された無線リンク品質が最低しきい値Ｑ_ｏｕｔより低い場合、ステップ
３０２で、現在無線リンクに対して“Ｏｕｔ-ｏｆ-ｓｙｎｃ”であると判定する。一方、
評価された無線リンク品質が最低しきい値Ｑ_ｏｕｔ以上である場合、ＵＥは、“Ｏｕｔ-
ｏｆ-ｓｙｎｃ”であると判定せず、継続して無線リンクモニタリングを実行するために
ＣＳＩ-ＲＳを受信する。
【００６０】
　図３に示す無線リンクモニタリング方法は、“Ｉｎ-ｓｙｎｃ”の判定にも適用可能で
ある。特に、ＣＳＩ-ＲＳによる評価結果が最高しきい値Ｑ_ｉｎより高い場合、ＵＥは、
“Ｉｎ-ｓｙｎｃ”と判定する。
【００６１】
　上記した無線リンクモニタリング方法では、ネットワークが異なるＣＳＩ-ＲＳ設定を
有する複数のＣＳＩ-ＲＳを無線リンクモニタリングに使用するように設定した場合に拡
張することができる。
【００６２】
　例えば、ＵＥは、設定された複数のＣＳＩ-ＲＳタイプの各々に基づいた無線リンク品
質を評価する。その後、ＵＥは、“Ｏｕｔ-ｏｆ-ｓｙｎｃ”判定のために、評価結果を最
低しきい値Ｑ_ｏｕｔと比較する。例えば、ＵＥは、評価によるすべての無線リンク品質
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が最低しきい値Ｑ_ｏｕｔより低い場合、“Ｏｕｔ-ｏｆ-ｓｙｎｃ”と判定する。一方、
ＵＥは、評価された無線リンク品質のうち少なくとも一つが最低しきい値Ｑ_ｏｕｔ以上
である場合、“Ｏｕｔ-ｏｆ-ｓｙｎｃ”と判定しない。
【００６３】
　これは、サービングセルに位置したマクロｅＮＢと複数のＲＲＨからのダウンリンクの
うち少なくとも一つが信頼性できる場合、ＵＥは、“Ｏｕｔ-ｏｆ-ｓｙｎｃ”と判定しな
いことにより、サービングセルで使用可能なリンクを最大限活用できるためである。その
結果、不必要なＵＥの動作は、最小化することができる。
【００６４】
　図３に示す無線リンクモニタリング方法は、“Ｉｎ-ｓｙｎｃ”判定に適用可能である
。例えば、ＵＥは、評価された無線リンクのうち少なくとも一つが最高しきい値Ｑ_ｉｎ
より高い場合、“Ｉｎ-ｓｙｎｃ”と判定する。あるいは、評価されたすべての無線リン
ク品質が最高しきい値Ｑ_ｉｎより高い場合、ＵＥは、“Ｉｎ-ｓｙｎｃ”と判定する。
【００６５】
　図４は、本発明の他の実施形態によるＵＥの無線リンクモニタリング動作を示すフロー
チャートである。図４に示すように、ネットワークは、無線通信システムにおいてＭＲＳ
タイプとしてＣＳＩ-ＲＳとＣＲＳ両方ともを設定する。
【００６６】
　図３を参照して、ＣＳＩ-ＲＳの伝送密度は、ＣＳＩ-ＲＳベースの無線リンクモニタリ
ングでＣＲＳの伝送密度より低い。したがって、ＣＳＩ-ＲＳベースの無線リンクモニタ
リングは、測定正確度の観点からＣＲＳベースの無線リンクモニタリングより低い。さら
に、ＵＥが特定ＲＲＨ領域の外側に移動してＣＳＩ-ＲＳの信号レベルが弱くなる場合、
セル内のマクロｅＮＢとＲＲＨから伝送されるＣＲＳは、無線リンクモニタリングに使用
しなければならない。
【００６７】
　これに関連して、ＣＳＩ-ＲＳベースの無線リンクモニタリングをＣＲＳベースの無線
リンクモニタリングで補完する方法は、図４に提供される。特に、ＵＥは、ＣＳＩ-ＲＳ
ベースの無線リンクモニタリングにより一次に無線リンク品質を評価し、その後にＣＲＳ
ベースの無線リンクモニタリングにより２次に無線リンク品質を評価する。
【００６８】
　図４を参照すると、ＵＥは、ステップ４００で、ＣＳＩ-ＲＳベースの無線リンクモニ
タリングによりダウンリンクチャンネル状態を測定し、測定されたチャンネル状態に基づ
いて１次に無線リンク品質を評価する。ＵＥは、ステップ４０１で、一次に評価された無
線リンク品質をしきい値Ｑ_ｏｕｔと比較する。しきい値Ｑ_ｏｕｔは、“Ｏｕｔ-ｏｆ-ｓ
ｙｎｃ”を判断するための所定の基準値である。
【００６９】
　一次に評価された品質がしきい値Ｑ_ｏｕｔより低い場合、ＵＥは、ステップ４０２で
、ＣＲＳに対する無線リンクモニタリングを通じてダウンリンクのチャンネル状態を測定
し、測定したチャンネル状態に基づいて２次に無線リンク品質を評価する。ＵＥは、ステ
ップ４０３で、２次評価による品質をしきい値Ｑ_ｏｕｔと比較する。
【００７０】
　２次に評価された無線リンク品質がしきい値Ｑ_ｏｕｔより低い場合、ＵＥは、ステッ
プ４０４で、現在無線リンク、すなわち１次にモニタリングされたダウンリンクに対して
“Ｏｕｔ-ｏｆ-ｓｙｎｃ”を判定する。
【００７１】
　一方、ステップ４０１とステップ４０３での１次及び２次の評価した無線リンク品質の
うち少なくとも一つがしきい値Ｑ_ｏｕｔ以上である場合、ＵＥは、“Ｏｕｔ-ｏｆ-ｓｙ
ｎｃ”を判定しない。この場合、ＵＥは、ステップ４００に戻り、ＣＳＩ-ＲＳ及びＣＲ
Ｓベースの無線リンクモニタリングを継続して実行する。
【００７２】
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　図４に示す無線リンクモニタリング方法は“Ｉｎ-ｓｙｎｃ”の判定に適用可能である
。ＣＳＩ-ＲＳによる評価結果及びＣＲＳによる評価結果のうち少なくとも一つが最高し
きい値Ｑ_ｉｎより高い場合、ＵＥは、“Ｉｎ-ｓｙｎｃ”を判定する。他の方法で、ＣＳ
Ｉ-ＲＳによる評価結果及びＣＲＳによる評価結果が両方とも最高しきい値Ｑ_ｉｎより高
い場合のみ、ＵＥは、“Ｉｎ-ｓｙｎｃ”を判定する。
【００７３】
　図４による本発明の実施形態では、ネットワークが無線リンクに対するモニタリングの
ために異なる設定を有する複数のＣＳＩ-ＲＳとＣＲＳを使用するように拡張可能である
。例えば、ＵＥは、設定された複数のＣＳＩ-ＲＳに基づいて無線リンクに対する品質を
評価し、その結果をしきい値Ｑ_ｏｕｔと比較する。評価されたすべての無線リンク品質
がしきい値Ｑ_ｏｕｔより低い場合、ＵＥは、ＣＲＳに基づいて無線リンク品質を２次に
評価する。
【００７４】
　ＵＥは、ＣＲＳによる品質評価の結果がしきい値Ｑ_ｏｕｔより低い場合に最終的に“
Ｏｕｔ-ｏｆ-ｓｙｎｃ”を判定する。すなわち、サービングセル内に存在するマクロｅＮ
Ｂと複数のＲＲＨから信頼性のあるダウンリンクが一つでも存在する場合、ＵＥは、“Ｏ
ｕｔ-ｏｆ-ｓｙｎｃ”を判定しない。したがって、サービングセル内で使用可能なリンク
を最大限活用し、不必要なＵＥの動作を最小化する。
【００７５】
　図４に示す無線リンクモニタリング方法は、“Ｉｎ-ｓｙｎｃ”の判定にも適用可能で
ある。ＣＳＩ-ＲＳによる評価結果のうち少なくとも一つが最高しきい値Ｑ_ｉｎより高い
場合、ＵＥは、ＣＲＳに基づいた無線リンクモニタリングにより無線リンク品質に対する
２次評価を実行する。２次評価による結果がしきい値Ｑ_ｉｎより高い場合、ＵＥは、“
Ｉｎ-ｓｙｎｃ”を判定する。
【００７６】
　あるいは、１次と２次評価による結果が両方ともしきい値Ｑ_ｉｎより高い場合にのみ
、ＵＥは、“Ｉｎ-ｓｙｎｃ”を判定する。その他に、図４では、ＣＳＩ-ＲＳ及びＣＲＳ
による無線リンクモニタリングを別途に実行するように示すが、ＣＳＩ-ＲＳとＣＲＳに
よる無線リンクモニタリングを一つのステップで実行することも実現可能である。すなわ
ち、ステップ４００とステップ４０２が一つのステップに統合され、ステップ４０１とス
テップ４０３が一つのステップに統合されるように制御フローを構成することができる。
【００７７】
　図５は、本発明の他の実施形態によるＵＥの無線リンクモニタリング手順を示す。すな
わち、図５では、無線通信システムにおいてＣＳＩ-ＲＳとＣＲＳをＭＲＳとして設定し
た場合のもう一つの無線リンクモニタリング方法を提供する。図５の無線リンクモニタリ
ング動作では、“Ｏｕｔ-ｏｆ-ｓｙｎｃ”判定が所定回数以上継続して実行される場合、
ＵＥは、物理階層異常検出状態に転換し、タイマが駆動される。
【００７８】
　タイマが満了するまで物理階層異常検出状態が回復しない場合、ＵＥは、無線リンク失
敗を判定する。一方、タイマが満了する前に物理階層から“Ｉｎ-ｓｙｎｃ”判定が継続
して所定回数以上受信される場合、ＵＥは、正常状態に転換される。
【００７９】
　図５に示す本発明の実施形態では、ＵＥは、物理階層異常検出状態から迅速に回復する
ために、ＣＳＩ-ＲＳだけでなくＣＳＩ-ＲＳに比べて相対的に密度が高いＣＲＳを無線リ
ンク品質を評価するために使用する。
【００８０】
　図５を参照すると、ＵＥは、ステップ５００で、ＣＳＩ-ＲＳとＣＲＳ各々に対するモ
ニタリングにより測定されたチャンネル状態に基づいてＣＳＩ-ＲＳによる無線リンク品
質評価とＣＲＳによる無線リンク品質評価を実行する。ＵＥは、ステップ５０１で、品質
評価による結果を“Ｉｎ-ｓｙｎｃ”を判定するための基準値である最高しきい値Ｑ_ｉｎ
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と比較する。
【００８１】
　ＵＥは、ＣＳＩ-ＲＳベースの評価結果とＣＲＳベースの評価結果のうちＱ_ｉｎより高
い場合、ステップ５０２で、“Ｉｎ-ｓｙｎｃ”を判定する。一方、ＣＳＩ-ＲＳベースの
評価結果とＣＲＳベースの評価結果が両方ともしきい値Ｑ_ｉｎ以下である場合、ＵＥは
、“Ｉｎ-ｓｙｎｃ”を判定せずに、継続してＣＳＩ-ＲＳ及びＣＲＳベースの無線リンク
モニタリングを実行する。
【００８２】
　図５に示す無線リンクモニタリング方法は、“Ｏｕｔ-ｏｆ-ｓｙｎｃ”判定に適用可能
である。特に、ＣＳＩ-ＲＳベースの評価結果とＣＲＳベースの評価結果が両方とも最低
しきい値Ｑ_ｏｕｔより低い場合、ＵＥは、“Ｏｕｔ-ｏｆ-ｓｙｎｃ”と判定する。
【００８３】
　図５に示す本発明の実施形態では、ネットワークが無線リンクモニタリングに使用され
る異なる設定を有する複数のＣＳＩ-ＲＳタイプとＣＲＳを設定する場合に拡大できる。
例えば、ＵＥは、異なる設定を有する複数のＣＳＩ-ＲＳの各々に基づいた無線リンク品
質を評価した後、ＣＲＳベースの無線リンク品質を評価する。２つの評価結果のうち少な
くとも一つが最高しきい値Ｑ_ｉｎより高い場合、ＵＥは、“Ｉｎ-ｓｙｎｃ”と判定する
。
【００８４】
　図５に示す無線リンクモニタリング方法は“Ｏｕｔ-ｏｆ-ｓｙｎｃ”判定に適用可能で
ある。すべての評価結果がＱ_ｏｕｔより低い場合にのみ、ＵＥは、“Ｏｕｔ-ｏｆ-ｓｙ
ｎｃ”と判定する。
【００８５】
　図６は、本発明の他の実施形態によるＵＥの無線リンクモニタリング動作を示す。図６
に示すように、ＣＲＳは、無線通信システムにおけるＭＲＳタイプとして設定される。
【００８６】
　図６に示す本発明の実施形態では、ＵＥが物理階層異常検出状態で迅速に回復できるよ
うに、ＣＳＩ-ＲＳに比べて相対的に密度が高いＣＲＳを無線リンクの品質を評価するた
めに使用する。
【００８７】
　図６を参照すると、ＵＥは、ステップ６００で、ＣＲＳに対するモニタリングにより測
定されたチャンネル状態に基づいてＣＲＳによる無線リンク品質を評価する。ＵＥは、ス
テップ６０１で、品質評価による結果を“Ｉｎ-ｓｙｎｃ”と判定するための基準値であ
る最高しきい値Ｑ_ｉｎと比較する。
【００８８】
　ＵＥは、ＣＲＳベースの評価結果がＱ_ｉｎより高い場合、“Ｉｎ-ｓｙｎｃ”を判定す
る。
【００８９】
　一方、評価結果がＱ_ｉｎ以下である場合、ＵＥは、“Ｉｎ-ｓｙｎｃ”を判定せず、継
続してＣＲＳに基づいた無線リンクモニタリングを実行する。ＵＥは、“Ｏｕｔ-ｏｆ-ｓ
ｙｎｃ”を判定するためにＣＳＩ-ＲＳ及びＣＲＳの組み合わせに基づいて無線リンク品
質を評価する方法を採用する。
【００９０】
　ＵＥは、ネットワークから提供されたＲＳＣＩがＭＲＳとしてＣＲＳを指示しても、Ｃ
ＲＳベースの無線リンクモニタリングを任意に追加できる。例えば、ＵＥは、物理階層異
常検出状態から迅速に回復することが望ましいと判定する場合、“Ｉｎ-ｓｙｎｃ”の判
定に対して、相対的に密度が高いＣＲＳに基づいて無線リンク品質を評価する。
【００９１】
　図７は、本発明の実施形態による無線通信システムでＭＲＳ設定信号とＲＳを伝送する
ためのネットワークを示すブロック構成図である。
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【００９２】
　図７を参照すると、ネットワークは、ＭＲＳ設定部７００、ＲＳＣＩ生成部７０１、Ｒ
Ｓ生成部７０２、リソースマッピング部７０３、ＩＦＦＴ(Inverse Fast Fourier Transf
orm)プロセッサ７０４、ＣＰ(Cyclic Prefix)付加部７０５、及びアンテナ７０６を含む
。
【００９３】
　ＭＲＳ設定部７００は、ＵＥが無線リンクモニタリングに使用するＭＲＳタイプを決定
する。一つ以上のＭＲＳタイプがＵＥに対して決定され得る。ＭＲＳタイプの決定実施形
態については上記したので、ここで、その具体的な説明は省略する。
【００９４】
　ＭＲＳ設定部７００は、ＲＳＣＩ生成部７０１に決定されたＭＲＳタイプを通知する。
【００９５】
　ＲＳＣＩ生成部７０１は、決定されたＭＲＳタイプを用いて無線リンクモニタリングの
ために必要な情報に基づいて、ＭＲＳ設定部７００により決定されたＭＲＳタイプに関す
る情報を含むＲＳＣＩを構成する。
【００９６】
　ＲＳ生成部７０２は、ＲＳ信号を生成する。ＲＳ生成部７０２は、ＭＲＳ設定部７００
によりＵＥの無線リンクモニタリングのために設定されたＭＲＳを基本的に生成する。Ｍ
ＲＳ以外に、ＲＳ生成部７０２は、ＭＲＳタイプとして指定されないＲＳをさらに生成で
きる。
【００９７】
　リソースマッピング部７０３は、ＲＳＣＩ生成部７０１により生成されたＲＳＣＩ及び
ＲＳ生成部７０２により生成されたＭＲＳを含む多様なタイプのＲＳを受信し、時間-周
波数リソースでＲＳＣＩ及びＲＳにマッピングする。
【００９８】
　ＩＦＦＴ部７０４は、ＩＦＦＴによりＲＳＣＩ及びＲＳを時間信号に変換する。ＣＰ付
加部７０５は、ＩＦＦＴプロセッサ７０４から受信される時間信号にＣＰを挿入する。こ
のＣＰが挿入された信号は、アンテナ７０６を介して伝送される。
【００９９】
　図８は、本発明の実施形態による無線通信システムにおける無線リンクモニタリング向
けのＵＥを示すブロック構成図である。
【０１００】
　図８を参照すると、ＵＥは、アンテナ８００、ＣＰ除去部８０１、ＦＦＴプロセッサ８
０２、ＲＳ受信部８０３、ＲＳＣＩ検出部８０４、及び状態判定部８０５を含む。アンテ
ナ８００、ＣＰ除去部８０１、及びＦＦＴプロセッサ８０２は、ネットワークからの信号
を受信し、受信した信号を周波数信号に変換する受信部を共同で形成する。ＲＳ受信部８
０３、ＲＳＣＩ検出部８０４、及び状態判定部８０５は、ＭＲＳによる無線リンクをモニ
タリングする無線リンクモニタリング部を集合的に構成する。
【０１０１】
　ＣＰ除去部８０１は、アンテナ８００を介してダウンリンク信号を受信し、受信したダ
ウンリンク信号からＣＰを除去する。ＦＦＴプロセッサ８０２は、ＣＰ除去部８０１から
受信されるダウンリンク時間信号をＦＦＴにより周波数信号に変換する。ダウンリンク周
波数信号は、ＲＳ受信部８０３とＲＳＣＩ検出部８０４に提供される。
【０１０２】
　ＲＳＣＩ検出部８０４は、ダウンリンク周波数信号からＲＳＣＩを抽出する。抽出した
ＲＳＣＩは、ダウンリンク品質をモニタリングするためにＵＥに必要な情報である。例え
ば、ＲＳＣＩは、ダウンリンク品質を測定するためにＭＲＳタイプを示す情報を含む。
【０１０３】
　このＲＳＣＩは、ＲＳ受信部８０３と状態判定部８０５に提供される。
【０１０４】
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　ＲＳ受信部８０３は、ＦＦＴプロセッサ８０２から受信されるダウンリンク周波数信号
からＲＳを抽出する。ＲＳ受信部８０３は、ダウンリンク信号からすべてのＲＳ又はＭＲ
Ｓのみを抽出することができる。前者の場合に、ＲＳ受信部８０３は、追加情報を要求し
ない。後者の場合には、ＲＳ受信器８０３は、ＲＳＣＩ検出部８０４により抽出されたＲ
ＳＣＩを使用する必要がある。
【０１０５】
　したがって、ＲＳ受信部８０３は、ダウンリンク信号から抽出されるＲＳタイプにより
ＲＳＣＩ検出部８０４からＲＳＣＩが受信されるか否かを判定できる。
【０１０６】
　ＲＳ受信部８０３がＲＳＣＩに基づいたＭＲＳを識別する場合、抽出されたＭＲＳに基
づいて無線リンク品質を測定し、測定した無線リンク品質を状態判定部８０５に提供する
。
【０１０７】
　上記したように、ＲＳ受信部８０３は、受信したＲＳを状態判定部８０５に提供し、そ
れによって状態判定部８０５は無線リンク品質を測定できる。また、ＲＳ受信部８０３は
、受信したＲＳのうちＭＲＳに基づいて無線リンク品質を測定して状態判定部８０５に提
供し、それによって状態判定部８０５は、ＵＥの動作状態を判定する。
【０１０８】
　無線リンク品質を測定するために、状態判定部８０５は、ＲＳＣＩ検出部８０４からＲ
ＳＣＩを受信すべきである。
【０１０９】
　説明の便宜のために、ＲＳ受信部８０３が無線リンク品質を測定すると仮定され、本発
明による範囲は限定されてはならない。
【０１１０】
　状態判定部８０５は、ＲＳＣＩにより示される少なくとも一つのＭＲＳを用いて獲得し
た測定結果に基づいて無線リンク品質を評価する。
【０１１１】
　例えば、状態判定部８０５は、少なくとも一つのＭＲＳタイプに基づいて測定された結
果を所定のしきい値と比較し、“Ｏｕｔ-ｏｆ-ｓｙｎｃ”と“Ｉｎ-ｓｙｎｃ”の間でＵ
Ｅの状態を判定する。ＵＥの状態を判定するために、最低しきい値Ｑ_ｏｕｔと最高しき
い値Ｑ_ｉｎは予め設定され得る。
【０１１２】
　図９は、本発明の実施形態による無線通信システムにおいて、ネットワークでＭＲＳ設
定及びＲＳを伝送する動作を示すフローチャートである。
【０１１３】
　図９を参照すると、ネットワークは、ＭＲＳタイプを判定し、判定したＲＳタイプに関
する情報を含むＲＳＣＩを構成する。ネットワークは、ステップ９００で、構成したＲＳ
ＣＩを所定のチャンネルを介して伝送する。例えば、ＲＳＣＩは、ＲＲＣシグナリング又
は他のシグナリングにより伝送され得る。
【０１１４】
　ネットワークは、ステップ９０１で、ＲＳＣＩによりＭＲＳを生成して伝送する。ネッ
トワークはＭＲＳを伝送すべきであるが、ＭＲＳのみを伝送するものではない。すなわち
、ネットワークは、ＭＲＳ以外に他のＲＳも伝送する。
【０１１５】
　図１０は、本発明の実施形態による無線通信システムにおいて、ＵＥでＭＲＳ設定及び
ＲＳを受信して無線リンクモニタリングを実行する動作を示すフローチャートである。
【０１１６】
　図１０を参照すると、ＵＥは、ステップ１０００で、ネットワークから無線リンクモニ
タリングのためのＲＳＣＩを受信する。ＵＥは、このＲＳＣＩにＭＲＳが設定されている
か否かに従って異なるモニタリング手順を実行する。したがって、ＵＥは、ステップ１０
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【０１１７】
　ＭＲＳタイプが受信したＲＳＣＩに設定されている場合、ＵＥは、ステップ１００２で
、ＭＲＳタイプに対応するＭＲＳを受信し、ステップ１００３で、受信したＭＲＳを用い
てダウンリンク状態を測定する。複数のＭＲＳタイプが設定される場合、ＵＥは、ＭＲＳ
タイプに対応する各々のＭＲＳを受信し、各ＭＲＳを用いてダウンリンク状態を測定する
。
【０１１８】
　一方、ＵＥは、受信したＲＳＣＩにＭＲＳタイプが設定されていない場合、ステップ１
００５で、ネットワークから基本的に提供されるＣＲＳを受信し、ステップ１００６で、
受信したＣＲＳに基づいてダウンリンク状態を測定する。
【０１１９】
　ＵＥは、その状態、すなわちＭＲＳ又はＣＲＳベースの測定結果によるダウンリンクチ
ャンネル品質を判定する。この状態は、“Ｏｕｔ-ｏｆ-ｓｙｎｃ”及び“Ｉｎ-ｓｙｎｃ
”のうちいずれか一つである。
【０１２０】
　ダウンリンク測定に基づいた“Ｏｕｔ-ｏｆ-ｓｙｎｃ”と“Ｉｎ-ｓｙｎｃ”との間で
ＵＥの状態に対する判定の実施形態については、既に説明したので、ここではその具体的
な説明は省略する。
【符号の説明】
【０１２１】
１００　ＵＥ
１０１　ＭＡＣＲＯ＿０
１０２　ＲＲＨ＿０
１０３　ＲＲＨ＿１
１０４　ＲＲＨ＿２
１０５　ＲＲＨ＿３
１０６　ＭＡＣＲＯ＿１
２００　ネットワーク
２０１　ＵＥ
７００　ＭＲＳ設定部
７０１　ＲＳＣＩ　設定部
７０２　ＲＳ　生成部
７０３　リソースマッピング部
７０４　ＩＦＦＴ　プロセッサ
７０５　プロセッサ
７０６　アンテナ
８００　アンテナ
８０１　ＣＰ除去部
８０２　ＦＦＴプロセッサ
８０３　ＲＳ受信部
８０４　ＲＳＣＩ検出部
８０５　状態判定部
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